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～　働き方改革・・・私 育休をとりました　～
　国の政策で働き方改革が提唱され、多くの企業が取り組んでいます。どんな取り組み
をしているのか事例を調べてみました。
・年次有給休暇取得の促進
・仕事と育児の両立支援
・女性の活躍推進と育児支援
・長時間労働の削減

　上記の他にも色々な事例がありますが、私たちは仕事と育児の両立支援ということに注目
して、桐生市内のいくつかの職場を訪ね、育休をとった方たちを取材してきました。それら
の職場では、色々な支援や制度の整備に取り組み、働きやすい職場作りをしていました。

・在宅勤務制度
・障がい者雇用機会の拡充
・短時間勤務制度
・休暇取得を１時間単位で行える仕組みの導入

　朝倉染布株式会社は創業１２５年の老舗企業
です。従業員の５分の２が女性で、平均勤続年
数が２０年前と比べると、１１年伸び１８年に
なりました。様々な取組みにより女性の定着率
はかなりアップしました。理由は話を聞く中で
わかりました。育児休業も「育児介護休業規定
」改定後の２００３年からは、対象となる女性
は100％取得、そして100％の人が正社員とし
て復帰しています。時間単位で取れる休暇も子
供の病気や授業参観等に利用されています。男
性への育児参加の促進についても働きかけてい
ます。
　生産現場の
濡れた布を運
ぶ重いワゴン
に電動車を導
入するなどし、
女性も働きや
すい環境を整
えています。
　今回取材を
お願いした大
森小夏さんは

勤続３年５ヶ月の若い方でした。４月に第１子
の育児休業から１年２ヶ月ぶりに復帰し、事務
部門から終業時間が１時間早い生産部門を希望
し、異動した部署で生き生き働いていました。
　大森さんは、就職を考えた時から、結婚して
子供ができても働きたいので、育児休業やその
後の職場復帰のこと、勤務時間など考えた上で
この会社を選んだと話していました。さすが「
えるぼし＊」最高位３つ星企業に認定された会
社だけに、友人からも羨ましがられる職場環境
のようです。上司との面談も年３回あり、働く
上での悩みや希望も相談しやすく、自分の生活
に合わせて、働く部署を変えることも可能な、
働きやすい環境の整った会社でした。

＊「えるぼし」女性活躍推進法に基づき、厚生労働大臣が「女性活躍
推進に関する取組状況が優良」と認めた企業であることを示すマーク

さすが「えるぼし」認定の朝倉染布

大森さん親子

職場の様子



２

　COCO-LOは、訪問看護ステーション、デイ
サービス等の福祉関係の事業所です。８０名（
パート・アルバイトを含む）ほどの職員中１１
名が男性です。ここでは、男性の育児休暇取得
率が高く、パパ産休・参観休暇・看護休暇制度
もあります。そこで、育児休暇を取得した３名
の男性に話を聞きました。皆さん理学療法士と
して働いています。

　安城大輔さんは、小学６年生と４歳の２人の
男の子の父親です。安城さんが育児休業を取得
したのは、二男が生まれて７ヶ月目で長男が小
学１年生の初めての夏休みを迎えた時でした。
　２人の子供の面倒を見たり家族４人で旅行を
したりと２週間の育児休業を過ごしました。そ
の後は、子供を保育園に送ってから出勤する毎
日です。家事のできる時は手伝うようにします
　　　　　　　　　　　　　　　　し、参観休
　　　　　　　　　　　　　　　　暇や子供が
　　　　　　　　　　　　　　　　病気の時の
　　　　　　　　　　　　　　　　看護休暇も
　　　　　　　　　　　　　　　　取得し育児
　　　　　　　　　　　　　　　　をしていま
　　　　　　　　　　　　　　　　す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　子供と関
　　　　　　　　　　　　　　　　わることが
                                                楽しいと話
                                                していまし
　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　猪熊哲朗さんは、５歳の長女と今年の７月に
生まれた長男の父親です。
　上の子が生まれた時は、ほかの職場でしたの
で、育児休暇と言う考えはありませんでした。
今の職場では、安城さんを始め男性の先輩方が
育児休暇を取っているので不安もなく取得でき
ました。長男の生まれた日にパパ産休、８月に
１週間の育児休業を取得しました。生まれて間
もない下の子は手がかかるので、猪熊さんは、
上の子の世話をしながら家事も分担してやって
いました。
　「より多く触れ合えた育児休暇中は有意義で
した。子育て中の妻からは、とても感謝されて
います」と話していました。

　一番若い田中聖之さんは昨年の１１月に第１
子の長男が生まれ、パパ産休と１２月に２週間
の育児休業を取得しました。その間、朝食、夕
食作りや長男の入浴、洗濯などの家事を分担し
ていました。今では長男の入浴は自分の役割と
して続けています。元々料理が好きだった田中
さんは、食事作りが息抜きになっていると、家
庭的な一面を見せていました。
　まだまだ男性の育児休暇取得率が低い社会で
すが、この職場では男性も自由にとれるので友
人から「いいね」と言われています。

   C O C O - L O　は
男性職員の育児休暇取得率 　１００パーセント!!

田中さん親子

猪熊さん田中さん安城さん

安城さん親子
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た。職場の先輩たちも育児休業を取って、仕事
と子育てをしていたので、職場の雰囲気はあた
たかく、子育てをする女性が活躍できる職場で
す。
　土見さんは、６歳の長男と２歳の長女の出産
時に１年間の育児休業を取得しました。長男の
時には育休明けから半年間は時間短縮勤務で子
育てをしていました。現在は、２人の子供とと
もに日々時間と戦っています。朝は上の子を小
学校へ送り出し、下の子を会社で経営をしてい
る「おひさまガーデン」に送り届け、駆け足で
出勤します。帰りは保育園に直行です。他の会
社に勤務の夫は、家事も分担してくれ、子供が
病気の時は、交代で休みをとって面倒を見てく
れます。
　今の悩みは「小１の壁」。長男が小学１年生
なので学童に行かせているが、夏休みの朝や迎
えの時間は、出社時間や退社時間と近いために
微妙な時間調整をして頑張っています。
　「１年間の育児休業を取ることで、かけがえ

　森田梓さんが勤務する「有限会社すみれ美容
室」は、桐生市・伊勢崎市に３店舗あり、３０
人ほどのスタッフが働いています。ここはボラ
ンティアにも熱心で休日に介護施設に行き、入
所している人の髪をカットするなどの活動も長
く続けています。
　森田さんは、５歳の長女と４歳の二女の２人
の育児休暇を続けて取り、３年前に復帰しまし
た。それに伴い働き方を変え、時間が自由にな
るパート勤務にしました。２人を保育園に預け
技術を生かして働き、仕事と育児を両立させて
います。それには夫や実母の支援も大きいとい
うことです。
　接客のある仕事ですが、土日のいずれかは必
ず休める、午後５時には帰れるなど配慮されて
いる職場です。森田さんは、家族と一緒に休暇
を過ごす事ができ、充実した子育てライフを楽
しんでいます。この職場では、現在も育児休暇
中の人が２人、復帰してきたばかりの人など子
育て中の女性が多く、皆さん技術を生かして働
き続けたいと考えているようです。
　技術向上の勉強もできる環境もあり、閉店時
の片付けや掃除をする専属クリーンスタッフも
おり、働きやすい職場作りがされています。

“ すみれ美容室
　　　　みんなに優しい職場です ”

　土見美智子さんは、「株式会社ミツバ」の購
買第１部という海外との取引のある部署で英語
能力を発揮し、バリバリと働く女性でした。
　ミツバでは年間２０人ほどの女性社員が育児
休業を取得しています。ほぼ１００％の取得率
です。男性も日数は少ないものの年間２～３人
が取得しています。１ヶ月取得した人もいまし

のない子供の成長を見ることができ本当に貴重
な時間でした」と言いつつも１年間のブランク
は長いと話していました。いろいろな点で働き
方改革が進んでいる職場でした。

働きやすい職場環境　ミツバ
専用保育園・短時間勤務

土見さん親子

森田さん親子

森田さん親子
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　桐生市役所に勤務する多賀谷篤史さんは、平
成２３年に長女が誕生した時、職場に相談した
上、１ヶ月間の育児休業を取得しました。平成
２８年の二女誕生の時には、もっと子供を見て
いたい、育児に専念したいと思いから、９ヶ月
間の育児休業を考えました。そこで職場に相談
をし、女性の上司から背中を押され、取得する
ことができました。
　育休中は、上の子の面倒を中心に見て、買物
や掃除をし、妻のサポートをしました。幼稚園
の送迎や親子遠足、発表会等を通して子供の様
子を間近に見ることができたので、成長の過程
を肌で感じられた貴重な時間でした。妻は看護
師として働いていた経験から、育休によって職
場での夫の立場が悪くなるのではと心配してい
ましたが、職場とは月に１回ほど連絡をとり、
仕事の状況を把握していました。
　「育児休業を終え仕事に復帰して、時間や仕
事に対する意識が変わりました。子供との触れ

マタニティ制服で生き生き

「男女共同参画に関する

　　　　事業所調査報告から」

合い持つために効率的に仕事をこなすようにな
りました。この経験を役立てながら男性の育休
取得者への道しるべになれるように努力してい
きたい」と話していました。

　ドコモショップへ行ったところ、少しゆった
りした制服を着た女性が丁寧に対応してくれま
した。「マタニティの制服？」と聞くと「３人
目なんです。上の子２人は保育園に預けている
んです」と言っていました。仕事柄遅くまでの
勤務があるので、今はパート勤務にして午後５
時に帰れる働き方をしていました。
　マタニティ制服の話をしていたら、義妹が
「東和銀行は前からありましたよ」と言うので
早速銀行に聞くと「昭和５３年頃からあります
」との回答。妊娠という女性だけのことに目を
向け、女性が生き生きと働けるように配慮され
た職場がありました。

男性ももっと育休を取りましょう

桐生市男女共同参画推進協議会において、桐

生市に本社・本店のある従業員数１００名以上

の事業所を対象にアンケートを取り、報告書を

作成しました。

　育児・介護休業については、これらの事業所

の９割以上が就業規則等に明文化しています。

　性別にかかわらず、本人の意欲や能力に応じ

て責任ある仕事を任せていたり、性別により評

価することなく、能力主義的な人事管理を行っ

ている事業所が８割近くありました。

　(詳しくは市のホームページや市役所で見られます)
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